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1. JICEの多文化共生事業紹介
2. 外国人就労・定着支援研修の成果
3. 外国人受入政策における日本語教育の位
置づけを地域日本語と就労日本語の関係
から考える

4. 今後の日本語教育の展望～大規模な日本
語教育の供給体制をいかにつくるか
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就労の

日本語教育
教材開発 教師研修

教育モデル
開発

JICEの多文化共生事業

外国人住民に開かれた
就労のための日本語
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就労分野の日本語
外国人駐在員向けビジネス日本語、看護・介護等特定分野、留学生向け就職のための日本
語、技能実習・特定技能の日本語…
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定住外国人等の求職者（転職
を含む）対象者

キャリアプランニング導入
求職活動で使う初級日本語
仕事で使う初級日本語と職場
習慣
就労支援

プログラ
ム

100時間、3レベル学習時間

対面：200（28都府県）
オンライン：80（全国）クラス数

20人×280クラス
5,000人規模
27か国→112か国・地域

受講者

2009～
日系人就労準備研修事業

2015～
外国人就労・定着支援事業

社会的な存
在

多様な言
語使用

「できる
こと」に
着目

外国人就労・定着支援事業の成果

広い在留資格・国籍
オンラインを通して日本全国に展開
大人のキャリア支援
どの仕事にも必要なCandoの設定
就労分野の教師育成
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外国人受入政策における位置づけ
を地域日本語と就労日本語の関係か
ら考える
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就労の日本語教育の目的

試験・在留資格のため？
職務遂行（指示理解・確認）
信頼関係の形成
生活の安定・地域とのつながり
キャリア形成
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→職場・地域での活躍・定着へ
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今後の日本語教育の展望
～大規模な日本語教育の供給体制を
いかに作るか
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日本語の供給体制
想定学習者数
日本語教師数・教育機関数
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育成就労受入見込み数
（2026年1月23日閣議決定分野別方針から）

2027年度～28年度
42万6,200人
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育成就労制度における日本語講習に
関するアンケート調査結果

（2025年12月24日JITCO発表、アンケート実施期間：2025年11月17日～12月5日）

技能実習の日本語能力試験合格者数
（入国時）
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2028年度末の育成就労想定学習者

A1相当講習：70％：30万人
A2目標講習：90％：39万人

（※学習時間100時間）
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日本語教育供給体制の課題

日本語教師 安定雇用
就労分野の認定基準の再構築
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